
　難問奇問が全くなくなり、かなり易しくなった。読みにくい専門的な生物医学の英文もなく、過度に抽象
化された選択肢から判定することもなくなった。そして久留米医学部の象徴ともいうべき高い語彙力の壁も
消え、素直な英語力を試す試験となったことは大きな変化である。しかしそれはあくまで受験生にある程度
の基礎力があり、久留米大学の過去の問題と比較した前提である。小さな変化だが第５問の英問英答問題の
問題数が６つになっていることもあげておく。


